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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
我
が
国
の
生
物
多
様
性
の
評
価
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
及
び
五
に
つ
い
て

我
が
国
に
お
け
る
生
物
多
様
性
の
状
況
を
総
合
的
に
評
価
す
る
た
め
に
環
境
省
が
設
置
し
た
生
物
多
様
性
総
合
評
価
検
討

委
員
会
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
五
月
の
最
終
報
告
書
の
公
表
に
向
け
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
報
告
書
案
に
対

し
委
員
か
ら
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
報
告
書
案
等
同
委
員
会
で
の
配
付
資
料
に
つ
い
て
は
、

環
境
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

四
に
つ
い
て

平
成
十
四
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
「
生
物
多
様
性
条
約
第
六
回
締
約
国
会
議
」
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
「
生
物
多
様
性
条

約
戦
略
計
画
」
の
中
で
、
「
締
約
国
は
現
在
の
生
物
多
様
性
の
損
失
速
度
を
二
千
十
年
ま
で
に
顕
著
に
減
少
さ
せ
る
」
と
い

う
目
標
が
示
さ
れ
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

生
物
多
様
性
総
合
評
価
検
討
委
員
会
に
お
い
て
は
、
人
間
活
動
や
開
発
に
よ
る
危
機
、
人
間
活
動
の
縮
小
に
よ
る
危
機
、

人
間
に
よ
り
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
に
よ
る
危
機
及
び
地
球
温
暖
化
に
よ
る
危
機
が
、
生
物
多
様
性
の
損
失
要
因
で
あ
る
と
整

一



理
さ
れ
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
生
物
多
様
性
基
本
法
（
平
成
二
十
年
法
律
第
五
十
八
号
）
の
基
本
原
則
に
の
っ
と
り
、
自
然
公
園
法
（

昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
等
の
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
生
物
多
様
性
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
に
関
す
る

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
お
尋
ね
の
平
成
二
十
二
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
国
立
・

国
定
公
園
総
点
検
事
業
費
等
を
計
上
し
て
い
る
。

二


